
 

 

２０２３年１０月３１日 

      ＣＣＮｅｔ株式会社  

岐阜局制作グループ養老支局  

    

ＣＣＮｅｔ養老支局  第３４回放送番組審議会議事録  

 

 

１．開催方式    対面開催 

 

２．開催日時   ２０２３年１０月３１日（火）１０：００～１２：００  

 

３．場  所  養老町中央公民館  

 

４．参 加 者   

＜委  員＞  松永 武彦 （元 養老町スポーツ連盟会長）  

        田中 とも子（養老地区更生保護女性会会長）  

        森川 一俊 （養老町民生児童委員協議会会長）  

        尾前  眞理 （養老町役場総務部企画財政課長）  

                                           

＜事務局＞   鵜飼 明男 （岐阜局長）  

        橋口 達志 （岐阜局制作G長） 

        加藤 貴裕 （岐阜局制作G養老支局長）  

        吉川 慧  （岐阜局制作G養老支局制作担当）  

               

５．議事  

①２０２３年度上期自主制作番組の内容検討について  

②２０２３年度上期の自主制作番組実施結果について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

６．要旨  

①２０２３年度上期自主制作番組の内容検討について 

  〇ご意見、ご感想  

『ウィークリーようろう』 5月29日～6月4日放送 

・高田まつり ４年ぶりの開催に向けて  総集編 

（審議委員）伝承をしていく中での苦労話、祭りのリーダーが取り上げられていた。

一方、課題などについては触れられていなかったのでさらに期待したい。

高田まつりは高田地区だけでなく西濃地域が誇る祭りであるためCCNet

の力を借りてもっと宣伝していきたい。  

(審議委員) 特に感じるのは若い人の関心が無くなってきており、過疎化対策として

少しでもCCNetの取材を通して祭りの魅力を発信してもらえると良いと

思う。伝統は継続する事が大事。これから若い人にどのようにして伝え

ていくのか。地元の祭りを取り上げてもらってありがたい。  

（審議委員）地元の出身としても高田まつりは馴染みのある祭り。しかし、当時の自

分たちが見ていた風景と現在は少し違う印象。番組の中で祭りの流れが

網羅されている所、準備の段階から地域の皆さんが尽力されている場面

が取材され、当日参加した人達が楽しむ様子も映し出されていた。せっ

かくなので裏方が苦労された場面が当日どのような結果を迎えたのか、

その時の感想などが入っていたら良いと感じた。映像からはヤマが軋む

音や臨場感が味わえる。現場に行かないと味わえないことがテレビから

感じ取れるのが良かった。代替わりしていく中で引き継げる人がいなく

なっている。CCNetを通じて少しでも地域の輪が広がるような取材を続

けてもらいたい。  

（審議委員）番組の中で伝統を引き継ぐ人が育っているのが知れて素晴らしいと感じ

た。この様子は皆の励みになり、他の地域の刺激にもなる。若い人にも

っと見てもらいたい。CCNetの番組通じて他の地域の若い人にもＰＲし

て欲しい。  

 

〇ご意見、ご感想  

『織田雄二の実況拉麺』 7月16日～7月31日放送 

・中華料理  じん 

（審議委員）コミカルな演出に惹きつけられた。今までのCCNetにはないカラーが出

ている。「孤独のグルメ」のような印象。  

（審議委員）ランチ時に編成するのが良いのではないか。  

（審議委員）午前１０時～１１時の時間帯が女性層をターゲットにするのには有効で

はないか。出演者が楽しくやっていると惹きつけられる。また、調理の

シーンがしっかり紹介されているのは安心感がある。  

（審議委員）演出にメリハリがあり、ラーメンが作られるところから詳しく紹介され

ている。一口二口食べてのリポートといったグルメ番組のセオリーでは

なく、商品、店舗の魅力を心の声を上手く活用しながら実況しているの

が良かった。  

 

 

 

 



 

 

〇ご意見、ご感想  

岐阜県情報番組『岐ガもり』 8月16日～8月31日放送 

・「大学で食べられる？！アフタヌーンティー」 

・「家族の絆  愛の詩で家族にラヴを伝える」 

・「MOKKA WORK SHOP」  

（審議委員）取り上げている内容は良いが、出演者の興味をそそるような話術を磨い

てほしい。時間が長く感じた。  

（審議委員）番組特性の広域の視点は良い。また、実際に「愛の詩」を作るという切

り口が良かった。しかし、すべてにおいて苦労が伝わってこない。スム

ーズに構成が終わってしまっている。テロップにおいては黄色バックの

白文字が見えにくいため内容が伝わってこない。家具作りについては職

人の腕がもう少し見たかった。  

（審議委員）苦労した点、工夫した点をもっと掘り下げると良い。紹介されたコンテ

ンツ、スポットへ「やってみたい」「行きたい」という気持ちになる。

体験が終わった後の出演者からも、視聴者もやってみたくなるようなコ

メント力が必要。  

       

 

②２０２３年度上期の自主制作番組実施結果について 

・事務局が資料に基づき、2023年度上期に実施した自主放送番組（CCNet12）の概要

を説明した。  

 

〇ご質問、ご要望  

無し 

 

７.そのほか 

・昨年度開局30 周年を迎えた弊社の記念ミュージックビデオを鑑賞。 

・気象や防災、防犯情報を提供する「安全･安心123 チャンネル」について、事務局より

説明。 

                                    以 上  


